
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 10月から、各医療機関でインフルエンザの予

防接種が始まります。インフルエンザは例年12

～4月ごろに流行し、１月末～３月上旬に流行の

ピークを迎えますが、今年は地域によってはす

でに流行が始まっているところもあるようで

す。十分な抗体ができるまでには2回目接種から

2週間以上かかりますので、1 回目接種は遅くと

も11月上旬までにすませましょう。 

朝と昼の気温差が大きくなってきました。風邪を引く園児も増えてきています。しか

し、日中はまだ暑く、保育園内も機密性が高い建物なので、ちょっと動くと暑いです。

突然長袖を着用したりせず、下は半袖、上にカーディガンやウィンドブレーカー･･･と

いうように、重ね着をして登園しましょう。 

冬も同様、薄手の綿の長袖、上着･･･というように重ね着をしましょう。大人が思うよ

り子どもは暑がりです。厚着をすると、汗をかき、それが冷えて逆に風邪引く原因にも

なります。 

中原区内の保育園では、9月 19 日(土)時点の登録されている情報(健康安全研究所)では、 

インフルエンザによる欠席・早退など（教職員分を含む）の人数は１５です。 

多摩区は１０人、宮前区は１２人。比較的中原区が多くなっています！ 

職員含めて、マスク手洗いうがいなど、感染予防に努めたいと思います。 

ほけんだより 10 月号 
令和 8 年 10 月 

あおぞらっこ保育園 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10/10を横にすると、眉と目に見えるので、「目の愛護デー」。現代は、テレビやゲーム、スマートフ

ォンなど、子どもたちが体を動かさずに遊ぶ時間が長くなりがちです。秋は遊びが楽しめるいい季節。

秋晴れのお休みには、外遊びで十分体を動かしましょう。 

 成長するにつれてスマホやタブレット、テレビなどの視聴時間が長くなりがちです。しかし、無

制限にそれらとつきあうことが、子どもの発達に悪影響を与えることが、わかってきました。 

 特に「乳幼児」がテレビなどを長時間視聴することが、言語の発達や社会性の遅れにつながるこ

とを日本小児科学会が報告し、どうつきあうか、６つのアドバイスを出しています。 


